
価値を高める、塗り替えを。



※期待耐用年数は塗膜劣化が進行し、塗膜寿命により下地保護機能が期待できなくなると予想される目安の時期であり、保証値ではありません。また、期待
耐用年数は一般都市部住宅の東西面において標準的な環境・塗装条件で施工された場合を想定しています。その他詳細はカタログ裏面の「期待耐用年数
について」をご確認ください。

上塗り塗料の耐候性のグレードレベル

ハイクラスな耐候性と美しさを兼ね備えた

ハイブリッド無機系塗料、GRANCERA〈グランセラ〉。

塗り替えることで、家の価値も生まれ変わります。

より長く続くワンランク上の満足を、

日本ペイントがお届けします。

価値を高める、塗り替えを。

ラジカル制御形
シリコン系塗料

外壁塗り替えサイクルイメージ

グランセラトップ

当社一般シリコン樹脂塗料

��年 ��年 ��年 ��年

��年��年
塗り替え

塗り替え 塗り替え 塗り替え

４０年間の
塗り替え回数

２回
�回

外壁期待耐用年数
※��年



 討をはじめてみてはいか が でしょうか？

 決します 。

年 々 暑 くな って お うち の 電 気 代 が 心 配 …

「グランセラベスト �液ファイン

遮熱」は、遮熱効果によって室内に

伝わる熱エネルギーを低減。

建物の快適性向上に貢献します。

直射日光がふりそそぐ屋根は

表面温度が上昇し、

室内温度に影響します。

お 悩み

グランセラ
なら

よく 見 ると 外 壁 の 雨 筋 汚 れ が 目 立って き た な …

すぐれた親 水化 機 能により、

建 物の美 観を維 持します。

窓のサッシ周辺や、

道路や工場に面した箇所は

汚れがつきやすい傾向があります。

お 悩み

グランセラ
なら
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あ れ？  と思ったら塗り替えの 検  

そのお 悩 み 、グラン セラシリーズが 解   

屋根や外壁の色が薄れてきて
触ってみると手に白い粉がつく…

当社建築塗料の中でもハイクラス

の耐候性で、あらゆる環境下で

建物の美しさを維持します。

塗膜劣化の初期症状です。

劣化の進行速度は建物の

環境条件等によって異なります。

お悩み

グランセラ
なら

チョーキング

日陰の外壁に藻やかびが目立ってきたみたい…

強力防藻・防かびを標準装備して

おり藻・かびに対して圧倒的な

抑制効果を発揮し、建物の清潔さ

を維持します。

建物の北面など、

日の当たりにくい場所では

藻やかびがつきやすいです。

お悩み

グランセラ
なら
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汚 れにく
い

快 　
適

より太陽光を
反射する

太陽

遮熱塗料

熱エネルギー

太陽

従来塗料

熱エネルギー

親水性膜
水に濡れやすい塗膜

親水性が高いと汚れが落ちやすい

グランセラトップ

外壁

水

汚れが
流される

塗膜と汚染物質のモデル図防汚試験

グランセラトップ �液水性

当社一般水性塗料

雨 筋 汚 れ を つ き に くく す る

遮 熱 性 能 で 温 度 上 昇 を 抑 制 す る

（ グ ラ ン セ ラ ベ ス ト  � 液 フ ァ イ ン 遮 熱 の み ）
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超 長 期 間 建 物 を 保 護 す る

グランセラシリーズの性能
超高耐候

超
長

持ち

き
れ

い

「ラジカル制御」技術が樹脂の劣化を防ぎます。

防藻性能試験結果（社内試験による）

グランセラトップ �液水性

当社一般水性塗料

防かび性能試験結果（試験方法：JIS Z ����準拠）

グランセラトップ �液水性

当社一般水性塗料

無機有機ハイブリッド技術 ラジカル制御技術

塗膜形成イメージ図

無機系成分➁（超低汚染性を付与）

無機系成分➀（樹脂の結合力を高める）

有機成分（塗膜の柔軟性を高める）

効果Wラジカルバリヤーと光安定剤による
グランセラトップ

「ラジカル制御」技術

外
壁
塗
膜

ラジカル
バリヤー

光安定剤

高耐候酸化チタン

紫
外
線

酸素水

グランセラトップ

発生したラジカルを
封じ込める

ラジカルの
発生を抑える

高耐候酸化
チタン

ラジカル
バリヤー

光安定剤

樹脂

紫
外
線

酸素水

藻・か び の 発 生 を 抑 え て き れ い を 保 つ
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実 績
グ ラ ン セ ラ で 塗 り 替 え て ５ 年 、
ご 近 所 さ ん か ら 褒 め て も ら え る 自 慢 の お う ち 。

藻 や 汚 れ に 強 い 、高 品 質 な 塗 料 で 塗 り 替 え た い

い つ ま で も 褪 せ る こ と の な い 素 敵 な お う ち で

戸 建 て住 宅（ 千 葉 県 ） 
施工年：����年
外壁：グランセラトップ �液水性（旧品名：パーフェクトセラミックトップG）
屋根：グランセラベスト �液ファイン（旧品名：ファインパーフェクトセラミックベスト）

お施主様の声：
「築��年、�回目の塗装工事でした。

塗装したきっかけは、屋根も外壁も藻や汚れ、色落ちなど劣化が目立っていたことです。
うちは周囲に自然も多いため藻やかびが生えやすく、『 藻や汚れに強い、高品質な塗料をお願いします』とお伝えしました。」

お施主様の声：
「施工後�年経っても、藻もかびもなく、とてもきれいで清潔です。

ハイグレードの無機系塗料の期待に恥じない性能で、これから
も安心して過ごすことができます。
近所の人が遊びにくると家の外観を褒めてもらえて、やっぱり
塗り替えてよかったと思います。」

09

実 績 ご 紹 介

施工前 施工後

実 績
ず っ と 気 に な っ て い た 藻 と 汚 れ が 、
グ ラ ン セ ラ シ リ ー ズ で 解 決！

実 績
新 築 か ら � � 年 、初 め て の 塗 り 替 え 。
せ っ か く な ら ハ イク ラ ス な 塗 料 で 塗 り 替 え た い！

戸 建 て住 宅（ 千 葉 県 ） 
施工年：����年
外壁：グランセラトップ �液水性（旧品名：パーフェクトセラミックトップG 強力防藻防かびタイプ）

戸 建 て住 宅（ 神 奈 川 県 ）
施工年：����年
外壁：グランセラトップ �液水性（旧品名：パーフェクトセラミックトップG）
屋根：グランセラベスト �液ファイン（旧品名：ファインパーフェクトセラミックベスト）

お施主様の声：
「 日当たりの 悪い 北 向きの面は 、藻 が 生 えており 、

気 になっていました 。おうちがきれいになり 、見る
たび嬉しい気持ちになります。」

施工前 施工後

お施主様の声：
「 これ からも長く住み 続 けるつもりで 、思い切って

良い もの を 選 びました 。気 になっていた 屋 根 部 の
劣化と外壁のチョーキングやひび割れが新築同様に
きれいに生まれ変わり、家族全員大満足です。」

施工後

施工前

施工後
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推奨下塗り

えを実現するラインアップ

素材に密着する2 仕上りをきれいにする3
素材によって塗膜の付着しやすさが異なり、
専用下塗りが必要になる場合があります。

高意匠窯業サイディングボード（難付着）

パーフェクトプライマー

推奨上塗り

グランセラ™トップ �液水性

グランセラ™トップ �液水性

水
性

弱
溶
剤

全
対
応

全
対
応

推奨下塗り 推奨上塗り

ファインパーフェクトシーラー

ファインパーフェクトベスト®
強化シーラー

パーフェクトプライマー

サーモアイシーラー
遮熱の場合

サーモアイプライマー
遮熱の場合

グランセラ™トップ �液ファイン

グランセラ™ベスト �液ファイン
遮熱

求 め る 役 割 や   目 的 に あ わ せ て 、多 く の 種 類 の 中 か ら 選 び 、使 い 分 け る こ と が ポ イ ン ト で す 。

※� 新設無塗装のコンクリート・モルタル面の下塗りにはシーラーを推奨します。
※� 遮熱の場合は、日射反射率向上のため遮熱機能のあるサーモアイプライマー/シーラーを推奨します。透明を含むそれ以外の下塗りもご使用いただけますが、日射反射率がやや低下する可能性があります。
※� スレート屋根、洋瓦・セメント瓦の場合で、下地の劣化が著しい場合は、ファインパーフェクトベスト強化シーラーをご使用ください。

※�

※�

グランセラ™ベスト �液ファイン
弱
溶
剤

弱
溶
剤

パーフェクトフィラー

ＤＡＮフィラーエポ

パーフェクトサーフ®

ファインパーフェクトシーラー

１液ファインパーフェクトシーラー

水性パーフェクトシーラー

高意匠窯業サイディングボード対応品

下塗りできちんと素材表面を整えることで、
素材の吸込みを止めてきれいに仕上がります。

イメージ：化 粧下地
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ワンポイント

素材

素材にあわせて、より上質な塗り替　

な ぜ
素 材 によって
下 塗りを
変 えるの？

素材を保護する1
素材に直接触れる下塗り塗料は、
「素材の保護」において重要な役割を担います。

防錆 ひび割れ追従 含浸補強

外  壁

美しい
つや感

高い
耐久性

安心の
超低汚染性

防藻・
防かび性

金属系
サイディング
壁面

劣化現象

さび、汚れ

※�スレート屋根
（窯業系屋根）

劣化現象

藻、かび、汚れ

※�
洋瓦・セメント
瓦屋根

劣化現象

藻、かび、汚れ

トタン屋根
（金属系屋根）

劣化現象

さび、汚れ

素材

屋  根

美しい
つや感

高い
耐久性

防藻・
防かび性

遮熱
タイプ有

下 塗 り の 役 割 は 大 き く � つ 。 求 め る 役 割 や   目 的 に あ わ せ て 、多 く の 種 類 の 中 か ら 選 び 、使 い 分 け る こ と が ポ イ ン ト で す 。

コンクリート・
モルタル壁面

劣化現象

ヘヤクラック、汚れ

※�

窯業系
サイディング
壁面

劣化現象

藻、かび、汚れ
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屋 根 用 上 塗 り 塗 料

※掲載しているカラーイメージは印刷のため、実際の色味とは異なります。正確な色味については別途色見本帳でご確認ください。
※遮熱タイプでは色名にクールがつきます。
※通常色と遮熱色では、顔料の違いから色相が異なる場合があります。特にクールブラック色は色相の差が大きいため、確認の上、施工いただくようお願いします。
※同じ色相名でも塗料種によって色が異なる場合があります。

ナポリブラウン
（クールナポリブラウン）

ブラウン
（クールブラウン）

ライトグレー
（クールライトグレー）

ジェノバブラウン
（クールジェノバブラウン）

ミラノグリーン
（クールミラノグリーン）

スカイブルー
（クールスカイブルー）

ニューワイン
（クールニューワイン）

赤さび
（クール赤さび）

ダークグレー
（クールダークグレー）

ダークチョコレート
（クールダークチョコレート）

グリーン
（クールグリーン）

ベネチアブルー
（クールベネチアブルー）

チョコレート
（クールチョコレート）

ローマオレンジ
（クールローマオレンジ）

ディープグレー
（クールディープグレー）

トリノブラウン
（クールトリノブラウン）

ボローニャグリーン
（クールボローニャグリーン）

ナスコン
（クールナスコン）

マルーン
（クールマルーン）

オレンジエロー
（クールオレンジエロー）

ブラック
（クールブラック）

コーヒーブラウン
（クールコーヒーブラウン）

モスグリーン
（クールモスグリーン）

屋根 用上 塗り塗料 標 準色一覧

グランセラ™ベスト ２液ファイン
旧品名：ファインパーフェクトセラミックベスト

スレート/トタン兼用 ラジカル制御形 超高耐候性

防藻・防かび２液弱溶剤屋根

グランセラ™ベスト ２液ファイン 遮熱

スレート/トタン兼用 ラジカル制御形 超高耐候性

防藻・防かび 遮熱２液弱溶剤屋根

旧品名：ファインパーフェクトセラミックベスト 遮熱

「グラン セラ」に
ついて
詳 細はこちら
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外 壁 用 上 塗 り 塗 料

グランセラ™トップ １液水性

外壁 � 液水性

ラジカル制御形 超高耐候性 超低汚染

強力防藻・防かび 透湿性 弾性仕様

グランセラ™トップ ２液水性

ラジカル制御形 超高耐候性 超低汚染

強力防藻・防かび 透湿性 弾性仕様外壁 水性 ２液

旧品名：パーフェクトセラミックトップG

ラジカル制御形 超高耐候性 超低汚染

強力防藻・防かび 幅広い下地適性 弾性仕様外壁 ２液弱溶剤

グランセラ™トップ ２液ファイン

12



グランセラを生み出した、日本ペイントのこれまで

日本ペイントグループの歩み

社 会 課 題 を 解 決 し た い 。
そ の 志 が 創 業 の 原 点

1879
明治��年

当時の日本で多くの人を悩ませていた白粉（おしろい）の

「鉛中毒」を解決するため、無毒性の「亜鉛華」の精製に日本で初めて成功。

伊藤博文より亜鉛華の製造免許を許諾されました。

1880
明治��年

当時の洋式塗料は輸入品であり、高価格品であったことから、

独自に塗料技術の開発に着手し、日本初の国産塗料を完成させました。

1881
明治��年

東京・三田に「共同組合光明社」設立（日本ペイントグループの創業）

日本ペイント高耐候 塗料 製品の変 遷 

セラミックハイブリッド
無機系塗料

ラインアップ強化

グランセラシリーズ
発売

セラミックハイブリッド
無機系塗料

パーフェクト
セラミックトップ発売

ラジカル制御形塗料

パーフェクトトップ
発売

無機塗料

アプラウド 
シェラスターMK発売

強溶剤フッ素樹脂塗料

デュフロン�Fシリーズ
発売

弱溶剤フッ素樹脂塗料

�F神話シリーズ
発売

シリコン樹脂塗料

シリコン伝説シリーズ
発売

ウレタン樹脂塗料

ファインウレタン
発売

1994

1999

2000

2005

2007

2012

2015

2024

創 業 者 茂 木 重次 郎
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日 本 ペ イ ント グ ル ー プ は 、� � � 年 以 上 の 歴 史 を 有 す る 塗 料 業 界 の リ ー デ ィン グ カン
パ ニ ー として「 P A I N T .  W O N D E R 」を 合 言 葉 に 、社 会 や 環 境 の 変 化 に 応 じ た 塗 料 を
グ ロ ー バ ル に 展 開 して い ま す。

創　業　明治��年（����年）�月��日
資本金　�,���億�千�百万円

売　　上　世界４位 アジア１位
事業展開　��ヵ国・地域

事業領域

グローバル事業展開

日本ペイントグループ

自 動 車 用 塗 料 表 面 処 理 工 業 用 塗 料

船 舶 用 塗 料 建 築 構 造 物 用 塗 料 家 庭 用 塗 料

Europe

Asia

Africa

Americas

Pacific
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NP-D032
 TA 2 5 0 3 1 5 T

����年�月現在

期待耐用年数は、塗膜の汚れ・チョーキング（白亜化）・変退色・表層のひび割れが進行し、塗膜寿命（塗膜の磨耗、ひび割れなど）により
下地保護機能が期待できなくなると予想される目安時期を示します。
塗膜劣化の初期段階であるチョーキングや変退色は、期待耐用年数以前でも発生している場合があります。　
立地条件や環境、施工条件により劣化の進行状況が異なりますので、期待耐用年数はあくまでも目安です。内容を保証するものでは
ありません。
期待耐用年数は標準的な環境、保管条件、塗装条件、使用量、希釈率、塗り重ね乾燥時間、混合比率、ポットライフ時間を想定したもの
になります。
日差しの影響を強く受ける地域や立地、および方向や部位、雨や雪の量が非常に多い地域、凍結融解を繰り返す環境や立地などでは、
塗膜の劣化が早く進行する可能性があります。
外壁の期待耐用年数は一般都市部の東西面を想定しています。屋根の期待耐用年数は外壁の�/�～�/�程度になります。
その他詳細については当社ホームページをご確認ください。

１．

２．
３．

４．

５．

６．
７．

「期待耐用年数について」詳細はこちら ▶

期待耐用年数について


